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日本は台風による災害の多い国です。台風が近づいたときに、どのような備えが必要かを知ることは、自分や家族の

身を守るためにとても大切です。台風の構造や特性を知り、「台風の災害」「台風のふしぎ」「台風のめぐみ」を学びま

す。座学中心の講座ですが、実験も行います。 

【 日 時 】2022 年8 月 20 日(土) 13:30～15:30 

【 場 所 】LIC はびきの 3 階 視聴覚室 

【 講 師 】日本気象予報士会 関西支部 楽しいお天気講座 木村修治 

【 定 員 】12 組（小学 3 年生～6年生＋保護者 2 人で 1組） 

 ※保護者（大人）ではなく、 
小学 3 年生～6 年生の兄・姉の 2 人 1 組なら可。 

  ペアの 2 人 1 組で、工作と実験を行います。 
コロナウイルス感染症拡大防止のため、 

  講座中の講師のサポートを控えさせていただきます。 

【受講料】1 組 1,000 円 

【申込期間】6月 19 日（日）～8月 13 日（土） 

【申込方法】来館・電話・FAX 

【支払方法】来館・銀行振込 
 

 

 
 

申込期間は 6 月 6 日(月)～7 月 13 日(水)まで。市内及び市外を問わずどなたでもお申し込みできます。 

申込方法などの詳細はチラシまたはホームページをご覧いただくか、はびきの市民大学までお問い合わせください。 

 

○月 13:00～14:30 
暮らしに活かす アロマセラピーとメディカルハーブ  
基礎・実践講座 

8 / 8～ 1 / 3 0 全 12 回 

○火 13:00～14:30 
悠久の古代エジプト王朝史 
-王家の女性をめぐる王朝史を辿る- 

9/6～11/22 全 12 回 

○水 10:30～12:00 
『JAZZ STUDY』  
by 大阪芸術大学演奏学科ポピュラー音楽コース 

8/17～9/28 全 6 回 

○木 15:00～16:30 無声映画が教えてくれること 9/8～11/24 全 6 回 

○土 10:30～12:00 菌類の生き様と豊かさに迫る 9/3～11/12 全 6 回 

○日 13:00～14:30 近現代文学入門 8/21～12/4 全 12 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③能・世阿弥の世界    【大阪音楽大学提携講座】                                 水曜 3限 15:00～16:30 

7/6 世阿弥のことば～『風姿花伝』に学ぶ 大阪音楽大学 講師 北見真智子 

④映画からみるぼくらの青春～アイドルを通じて～ 木曜 1限 10:30～12:00 

7/7 『炎上』昭和 33年/市川崑監督/市川雷蔵  

大阪芸術大学 非常勤講師 吉田馨 

7/21 『エレキの若大将』昭和 40年/岩内克己監督/加山雄三 

⑦災害を知り、災害に備える    【大阪公立大学 都市科学・防災研究センター提携講座】    土曜 2限 13:00～14:30 

7/2 
災害想像力を高める 

-タイムライン防災（目黒巻）ワークショップ- 

大阪公立大学 都市科学・防災研究センター 

コーディネータ 増田裕子 
 
■ 場 所  羽曳野市立生活文化情報センター(LICはびきの) 

■ 申 込  来館、電話、ＦＡＸ 

■ 申込期間  当該講義日の1週間前から前日まで ※先着順。定員に達し次第、締め切りとなります。 

■ 聴講料  1講義につき800円（当日支払） 
 
 

 

 

受付 9時 00分～17時 30分（2階学習情報室 9時 30分～16時 30分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

ご提出いただきました個人情報につきましては、羽曳野市個人情報保護条例(平成12年羽曳野市条例第43号)に基づき適切に管理いたします。 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。 

※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 

  

 

                 だよ

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1丁目 1番 1号（LICはびきの内） 

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

はびきの市民大学 

 

   学 長 コ ラ ム 【第 34 回】 

 

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

ＯＳＫ日本歌劇団が百周年を迎えた。 

ＯＳＫは大阪松竹歌劇団の略称で、1922 年、松竹楽劇部の結成に始まる。26 年

には花街の踊りを発展させた「春の踊り」を上演。春の風物詩として親しまれ、「歌

の宝塚、ダンスのＯＳＫ」と並び称された。 
はびきの市民大学公開講座 

台風のふしぎ～実験をまじえて学びます～ 

7 月の聴講のご案内 
 

学びたい講義を一つだけ、1日だけなら参加してみたい。そんなご希望にお応えします。 
お好きな講義（日）を選んで聴講することができます。 

 

テレビが普及すると少女歌劇は客足が遠のき、宝

塚歌劇は人気の少女漫画を劇化した「ベルサイユの

ばら」で危機を乗り切ったが、ＯＳＫは都心から離

れた奈良のあやめ池に本拠地を移したこともあって

集客力が低下。それでも近鉄劇場の開場により大阪

での公演を復活させたが、2003年、親会社の近鉄に

支援を打ち切られ、存続の危機に陥った。 

さっそく劇団有志が「存続の会」を立ち上げ（署名運動の事務局をわたしの事務所がつとめた）、翌年には「春

の踊り」が 66年ぶりに復活。創立百周年の記念公演は大阪松竹座・新橋演舞場（東京）につづき京都南座でも

予定されている。ＬＩＣはびきのでもＯＳＫ日本歌劇団に出張公演をしてもらったことがあった。 

関東の歌劇・レビュー劇団（ＳＫＤ＝松竹歌劇団、ＮＤＴ＝日劇ダンシングチーム）は廃されたが、関西で

はＯＳＫとタカラヅカが健在である。  
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